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折要素欠落仮説である。機能素性欠陥仮説 （Hawkins and Chan（1997）、Tsimpli 




（Hazneder and Schwartz（1997）、Lardiere（1998 a, b）、Prévost and White（2000）、 
White（2003）、Prévost（2008）、Yoshimura and Nakayama（2009））は、素性の習
得とその他の統語的特性は利用可能であるが、言語処理やコミュニケーション











• 第 1 章 Introduction（序論） 
• 第２章 A History of the Second Language Acquisition Study（第二言語習得研
究の歴史） 
• 第３章 Generative Grammar and Second Language Acquisition（生成文法と第
二言語習得） 
• 第４章 The Failed Functional Feature Hypothesis and the Missing Surface 
Inflection Hypothesis（機能素性欠陥仮説と表層屈折要素欠落仮説） 
• 第５章 The Acquisition of Do-Support as a PF Operation: A Study of Japanese 
Learners of English（PF 操作としての do 挿入習得：日本人英語学習者の調査
より）  



























 第二言語習得研究の第二段階は、1960 年代から 1970 年代あたりに相当する。
この段階は、さらに 4 つに小区分される。１）人間は、言語を習得するための



























































機能素性欠陥仮説を支持する Hawkins and Liszka（2003）と Hawkins and Hattori
（2006）の研究を、次に、表層屈折要素欠落仮説を支持する Prévost and White 
（2000） と Yoshimura and Nakayama （2009）の研究を概観し、本章の研究の位
置づけを明確にする。 
 Hawkins and Liszka（2003）では、上級レベルに達した英語学習者として、中
















ことから、Hawkins and Hattori は、上級レベルに達した日本人英語学習者は、母

























第５章：PF 操作としての do 挿入習得：日本人英語学習者の調査より  
 第５章では、表層屈折要素欠落仮説の妥当性を検証する。表層屈折要素欠落





つまり PF における操作が、 第二言語学習者の屈折形態素習得の困難性の原因
であるとされている。よって、もし 表層屈折要素欠落仮説が正しいとすれば、
PF における別の操作（本章では do 挿入）に関しても同様に、第二言語学習者に
とっては習得が困難となると予測できる。すなわち、PF における操作の一つで
ある do 挿入を含む助動詞 do の疑問文は、do 挿入のない法助動詞の疑問文より
も誤りを誘発しやすいこととなる。日本人英語学習者は、yes-no 疑問文において、
法助動詞と助動詞 do の移動を誘発し、do 挿入を要請する強 T 素性を習得しなけ
ればならないが、もし、PF における操作すべてが第二言語学習者にとって困難
であるとすれば、強 T 素性の習得よりも do 挿入の習得の困難性が、誤りの原因
となる。このことは、表層屈折要素欠落仮説を追加的に支持することとなる。 
本章では、上級レベルに達した 10 名の日本人英語学習者を被験者とし、do 挿





誤りを 8 つのタイプに分類した。結果は以下の通りとなった。 図 5-2 は、法助
動詞の疑問文の誤り数に関して、図 5-3 は、助動詞 do の疑問文の誤りに関して
示している。 
 
図 5-2: Total number of correct questions and errors   
Correct Errors
Total NIE VOE Mis
Number 53 43 5 3 2
% of errors         18% 81% 9% 5% 3%
Questions with modal auxiliary
  
 
図 5-3: Total number of correct questions and errors   
Correct Errors
Total NIE VOE Mis
Number 49 41 3 1 4
% of errors         16% 83% 6% 2% 8%


























































は tense 素性、φ 素性、そして affix 素性が存在する。そのため、日本人英語学
習者は、これまでの研究で習得が困難とされてきた、英語の屈折形態素の習得
が可能であると推測される。結果は、以下のようになった。 図 6-8 は、三単現
の s の付加に関しての結果、図 6-9 は、規則動詞の過去時制の付加に関する結果
で、図 6-10 は、不規則動詞の過去形の屈折に関する結果である。 
 
図 6-8: Suppliance of third person singular –s agreement 
Subject (time/min) errors total Suppliance %
Subject A (17:06) 0 13 100
Subject B (30:51) 0 13 100
Subject C (14:00) 0 10 100
Subject D (20:53) 0 9 100
Subject E (15:20) 1 6 83
Subject F (18:07) 1 4 74
Subject G (19:32) 0 14 100
Subject H (36:17) 0 17 100
Subject I (6:44) 1 9 88
Subject j (25:09) 2 23 91
Total (Average 20.23 ) 5 118 93.60%  
 
図 6-9: Suppliance of past tense (regular verb) 
Subject (time/min) errors total Suppliance %
Subject A (17:06) 3 24 87
Subject B (30:51) 0 32 100
Subject C (14:00) 2 36 97
Subject D (20:53) 3 48 93
Subject E (15:20) 5 22 77
Subject F (18:07) 2 37 94
Subject G (19:32) 1 22 95
Subject H (36:17) 3 43 93
Subject I (6:44) 4 16 75
Subject j (25:09) 3 19 84
Total (Average 20.23 ) 25 299 89.50%  
 
図 6-10: Suppliance of past tense (irregular verb) 
Subject (time/min) errors total Suppliance %
Subject A (17:06) 2 23 91
Subject B (30:51) 1 31 96
Subject C (14:00) 0 26 100
Subject D (20:53) 2 66 96
Subject E (15:20) 0 31 100
Subject F (18:07) 2 19 89
Subject G (19:32) 1 12 91
Subject H (36:17) 0 50 100
Subject I (6:44) 1 12 91
Subject j (25:09) 1 23 95
Total (Average 20.23 ) 10 293 94.90%  
 











（５） Tanaka-san   ga     o-tatini      natta. 
Tanaka-Mr.  NOM   Stood up （SBJ-HON） 

















（８） The Combination of Features Condition（素性組み合わせ条件） 
第二言語学習者の母語に存在する素性は、第二言語で利用され
る際に、必要に応じてその素性をうまく組み合わせ、第二言語
において利用される。 
 
過去時制の付加には、T 内に[+PAST]素性と[+Affix]素性の組み合わせが要求さ
れる。この組み合わせは、日本語には存在するが、中国語には存在しない。よ
って、素性組み合わせ条件を仮定すると、そもそも[±PAST]素性と[±Affix]素性を
母語に持たない中国語母語話者には、それらの素性の習得が困難であるため、
上級レベルに達しても、動詞の屈折の誤りをし続けることを説明できる。三単
現の s の付加には、一方、[-PAST]素性と[+Affix]素性とφ素性の組み合わせが要
求される。日本語においては、三単現の主語が動詞と一致することはないが、
日本語には、[±PAST]素性、[±Affix]素性、φ素性、そして日本語の敬語表現にお
いて、動詞と主語が一致する。そのため、中国語母語話者とは異なり、上級レ
ベルの日本人母語話者は、これらの素性と一致のシステムを用い、三単現の s
の付加を適切に行うことができたと考えられる。 
本章における、日本人英語学習者のほぼ完璧な屈折形態素の使用に関しては、
日本語のφ素性の存在と素性組み合わせ条件を仮定することにより説明できた
だけでなく、部分的ではあるが、機能素性欠陥仮説を支持する結果となった。 
 
第７章：結論 
第７章では、本論文で提示した結果について簡単に振り返りながら、１）日
本人英語学習者は、母語の「する挿入」に相当する英語の「do 挿入」を習得で
きる、２）すべての PF 操作が第二言語学習者にとって困難ではない、３）日本
人英語学習者は、母語に存在する素性の組み合わせを習得できることを明らか
にした。本論文の結果は、機能素性欠陥仮説の予測と少なからず一致すること
を示した。その上、第二言語学習者の母語の形式素性が、第二言語習得に重要
な影響を与えている可能性示した。さらに、最後に、本論文の諸結果の拡張可
能性についていくつか示唆を行うことで論文を結んだ。 
 
 
 
